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(54)【発明の名称】 汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ接続構造

(57)【要約】
【課題】外套シースの基端から延出するマルチルーメン
のチャンネルチューブを内視鏡側管路に容易かつ円滑に
接続及び分離することができる汚染防止型内視鏡のチャ
ンネルチューブ接続構造を提供すること。
【解決手段】チャンネルチューブ３２の基端近傍部の側
面に、複数の管路３２１，３２２，３２３に個別に連通
する側孔３２４，３２５，３２６を軸線方向に位置をず
らして形成すると共に、複数の管路３２１，３２２，３
２３に対応する複数の内視鏡側管路２７，２８，２９の
端部開口２７ａ，２８ａ，２９ａを、チャンネルチュー
ブ３２が挿脱自在な接続孔２１０の内周面にチャンネル
チューブ３２の側孔３２４，３２５，３２６と位置を対
応させて形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の挿入部に着脱自在に被覆される外
套シース内に挿通配置されたチャンネルチューブに複数
の管路が軸線方向に並列に形成され、上記外套シースの
基端側から延出する上記チャンネルチューブの基端部分
において上記複数の管路が各々内視鏡側管路に対して接
続及び分離自在に構成された汚染防止型内視鏡のチャン
ネルチューブ接続構造において、
上記チャンネルチューブの基端近傍部の側面に、上記複
数の管路に個別に連通する側孔を軸線方向に位置をずら
して形成すると共に、上記複数の管路に対応する複数の
内視鏡側管路の端部開口を、上記チャンネルチューブが
挿脱自在な接続孔の内周面に上記チャンネルチューブの
側孔と位置を対応させて形成したことを特徴とする汚染
防止型内視鏡のチャンネルチューブ接続構造。
【請求項２】上記内視鏡側管路の端部開口が、上記接続
孔の内周面の全周にわたる円周溝状に形成されている請
求項１記載の汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ接
続構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の挿入部
に外套シースが着脱自在に取り付けられる汚染防止型内
視鏡のチャンネルチューブ接続構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】体内に挿入される内視鏡の挿入部が体内
の汚液により汚染されないようにするためには、内視鏡
の挿入部を外套シースで被覆するだけでなく、流体や処
置具等を通すために体内に通じるチャンネルチューブを
外套シース側に設ける必要がある。
【０００３】そのようなチャンネルチューブは、内視鏡
の挿入部に着脱自在に被覆される外套シース内に挿通配
置され、外套シースの基端から延出する基端部分が内視
鏡側管路に対して接続及び分離自在に構成されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡には送気送水及
び吸引（兼処置具挿通）等各種の管路を併設する必要が
ある。したがって、上述のようなチャンネルチューブと
して、複数の管路が軸線方向に並列に形成されたいわゆ
るマルチルーメンチューブを用いるのが便利である（特
開平３－２９６３４号等）。
【０００５】しかし、そのようにチャンネルチューブと
してマルチルーメンチューブを用いると、チャンネルチ
ューブを内視鏡側管路に対して接続及び分離するための
接続方向や動作回数が各々複数になり、接続及び分離の
ための作業が面倒なものになっていた。
【０００６】そこで本発明は、外套シースの基端から延
出するマルチルーメンのチャンネルチューブを内視鏡側
管路に容易かつ円滑に接続及び分離することができる汚
染防止型内視鏡のチャンネルチューブ接続構造を提供す
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ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ接
続構造は、内視鏡の挿入部に着脱自在に被覆される外套
シース内に挿通配置されたチャンネルチューブに複数の
管路が軸線方向に並列に形成され、外套シースの基端側
から延出するチャンネルチューブの基端部分において複
数の管路が各々内視鏡側管路に対して接続及び分離自在
に構成された汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ接
続構造において、チャンネルチューブの基端近傍部の側
面に、複数の管路に個別に連通する側孔を軸線方向に位
置をずらして形成すると共に、複数の管路に対応する複
数の内視鏡側管路の端部開口を、チャンネルチューブが
挿脱自在な接続孔の内周面にチャンネルチューブの側孔
と位置を対応させて形成したものである。
【０００８】なお、内視鏡側管路の端部開口が、接続孔
の内周面の全周にわたる円周溝状に形成されていれば、
チャンネルチューブが軸線周りにどのような回転状態に
あっても各管路の接続が確実に行われる。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３と図４は、汚染防止型内視鏡の装置一式
の全体構成を示しており、図３は内視鏡１０の挿入部１
１に外套シース３０が被覆されていない状態を示し、図
４は、内視鏡１０の挿入部１１に外套シース３０が被覆
された状態を示している。
【００１０】内視鏡１０の挿入部１１は可撓管状であ
り、挿入部１１の先端には観察窓１２や図示されていな
い照明窓等が配置されており、挿入部１１の基端には操
作部１３が連結されている。
【００１１】挿入部１１に着脱自在に被覆される外套シ
ース３０の先端部分には透明な先端キャップ３１が取り
付けられていて、吸引口３３と送気送水ノズル口３４が
先端キャップ３１の表面に開口形成されている。
【００１２】外套シース３０内にはいわゆるマルチルー
メンチューブからなるチャンネルチューブ３２が全長に
わたって挿通配置されていて、チャンネルチューブ３２
の基端側の部分は外套シース３０の基端側から延出して
いる。
【００１３】そのチャンネルチューブ３２には、図５に
示されるように、送気送水ノズル孔３４に連通する送気
管路３２１及び送水管路３２２と、吸引口３３に連通す
る吸引管路３２３の三つの管路が、軸線方向に並列に形
成されている。送気管路３２１、送水管路３２２及び吸
引管路３２３の基端はいずれも塞閉栓材３２０によって
閉塞されている。
【００１４】チャンネルチューブ３２の基端近傍部の側
面には、送気管路３２１、送水管路３２２及び吸引管路
３２３に個別に連通する側孔（送気側孔３２４、送水側
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孔３２５及び吸引側孔３２６）が軸線方向に位置をずら
して開口形成されている。そして、外套シース３０を挿
入部１１に被覆したら、チャンネルチューブ３２の基端
部分が後述するチューブコネクタ２１の接続孔２１０に
差し込み接続される。
【００１５】図３及び図４に戻って、内視鏡１０の操作
部１３には、イメージガイドファイババンドルにより伝
達された内視鏡観察像を拡大する接眼部１４、送気送水
操作を行うための送気送水操作弁１５、及び吸引操作を
行うための吸引操作弁１６等が配置されている。
【００１６】１７，１８及び１９は、給気、給水及び吸
引の各チューブであり、操作部１３に対して着脱自在な
接続アダプタ２０を介して送気送水操作弁１５と吸引操
作弁１６に接続されている。このような接続アダプタ２
０については、特開平４－３５４９２８号等に記載され
ている。
【００１７】給気、給水チューブ１７，１８の基端側
は、光源装置４０に併設された送気送水装置４１に接続
されており、吸引チューブ１９の基端部は、外部吸引装
置５０に連通接続されている。
【００１８】そして、接続アダプタ２０からは送気送水
操作弁１５と吸引操作弁１６に連通する送気接続チュー
ブ２７、送水接続チューブ２８及び吸引接続チューブ２
９が延出しており、その先端に取り付けられたチューブ
コネクタ２１が、操作部１３の側面に沿って配置されて
いる。
【００１９】図１は、外套シース３０から延出するチャ
ンネルチューブ３２の基端部分が内視鏡１０のチューブ
コネクタ２１に接続された状態を示しており、図２はそ
の状態を管軸方向に見た状態の透視図である。
【００２０】チューブコネクタ２１には、一端側から送
気接続チューブ２７、送水接続チューブ２８及び吸引接
続チューブ２９の各先端が差し込まれて固着され、他端
側には、チャンネルチューブ３２を挿脱自在な接続孔２
１０が形成されている。
【００２１】そして、接続孔２１０にチャンネルチュー
ブ３２が差し込まれた状態では、チャンネルチューブ３
２に形成されている送気側孔３２４、送水側孔３２５及
び吸引側孔３２６が総て接続孔２１０内にもぐり込むよ
うになっている。
【００２２】そのような接続孔２１０の内周面には、チ
ャンネルチューブ３２の先端が接続孔２１０の底面に当
接する位置までいっぱいに差し込まれた状態において送
気側孔３２４、送水側孔３２５及び吸引側孔３２６が各
々面する位置に、送気路端部開口２７ａ、送水路端部開
口２８ａ及び吸引路端部開口２９ａが、各々全周にわた
る円周溝状に形成されている。
【００２３】そのような送気路端部開口２７ａ、送水路
端部開口２８ａ及び吸引路端部開口２９ａは、送気連通
孔２７ｂ、送水連通孔２８ｂ及び吸引連通孔２９ｂを介*
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*して送気接続チューブ２７、送水接続チューブ２８及び
吸引接続チューブ２９と連通している。
【００２４】そして、送気路端部開口２７ａ、送水路端
部開口２８ａ及び吸引路端部開口２９ａを各々軸線方向
に挟む位置にはシール用のＯリング２２が装着されて、
接続孔２１０の内周面とチャンネルチューブ３２の外周
面との間の隙間からの流体漏れを阻止している。
【００２５】したがって、チューブコネクタ２１の接続
孔２１０にチャンネルチューブ３２をいっぱいに差し込
むと、チャンネルチューブ３２が軸線周りにどのような
回転状態にあっても、送気側孔３２４、送水側孔３２５
及び吸引側孔３２６を介して、送気管路３２１と送気接
続チューブ２７、送水管路３２２と送水接続チューブ２
８、及び吸引管路３２３と吸引接続チューブ２９が一回
の動作で同時に連通し、チャンネルチューブ３２を逆方
向に引っ張れば、チャンネルチューブ３２が接続孔２１
０から引き抜かれて上記の連通状態が一回の動作で同時
に解除される。
【００２６】
【発明の効果】本発明によれば、外套シースの基端から
延出するマルチルーメンのチャンネルチューブの基端近
傍部の側面に、チャンネルチューブの複数の管路に個別
に連通する側孔を軸線方向に位置をずらして形成すると
共に、チャンネルチューブの複数の管路に対応する複数
の内視鏡側管路の端部開口を、チャンネルチューブが挿
脱自在な接続孔の内周面にチャンネルチューブの側孔と
位置を対応させて形成したことにより、外套シースのチ
ャンネルチューブを内視鏡側管路に一回の操作で容易か
つ円滑に接続及び分離することができる。
【００２７】そして、内視鏡側管路の端部開口を接続孔
の内周面の全周にわたる円周溝状に形成すれば、チャン
ネルチューブが軸線周りにどのような回転状態にあって
も各管路の接続が確実に行われる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の汚染防止型内視鏡のチューブ
コネクタの側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の汚染防止型内視鏡のチューブ
コネクタの正面透視図である。
【図３】本発明の実施例の汚染防止型内視鏡の挿入部に
外套シースが被覆されていない状態の装置一式の側面外
観図である。
【図４】本発明の実施例の汚染防止型内視鏡の挿入部に
外套シースが被覆された状態の装置一式の側面外観図で
ある。
【図５】本発明の実施例の汚染防止型内視鏡のチャンネ
ルチューブの基端近傍部分の側面断面図である。
【符号の説明】
１０  内視鏡
１１  挿入部
１３  操作部
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２１  チューブコネクタ
２７  送気接続チューブ（内視鏡側管路）
２７ａ  送気路端部開口
２８  送水接続チューブ（内視鏡側管路）
２８ａ  送水路端部開口
２９  吸引接続チューブ（内視鏡側管路）
２９ａ  吸引路端部開口
３０  外套シース *
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*３２  チャンネルチューブ
２１０  接続孔
３２１  送気管路
３２２  送水管路
３２３  吸引管路
３２４  送気側孔
３２５  送水側孔
３２６  吸引側孔

【図１】 【図２】

【図３】

【図５】
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